




















































図 1 に示す通り、音素、音節、語、句、韻律的特性 （prosody） といった音声情
報の知覚がボトムアップ処理である。この過程では音素や音節の認識を経て単語
認識に至るための心的辞書 （mental lexicon）（Aitchison, 1994） において、音韻
情報へのアクセスが行われる。また、句や文を同定するためのストレス、リズム、























McLaughlin et. al. （1983）による注意処理モデル （Attention-Processing Model）




































玉井 （2005） は、玉井 （1992） のデータを再分析した結果、低習熟度群に対す
るシャドーイング指導が有効であることを検証している。また、新たに短大１年
























本学経済学部国際経済学科 3 年生 （2009 年度） の必修英語 2 クラス （仮称 A と
B） の履修者 77 名を対象者とした。すべてのテストデータを持つ有効対象者は A
クラス 33 名、B クラス 37 名で合計 70 名を分析対象者とした。2 クラスとも学
科内の習熟度別クラス編成において中位にある集団であるが、A クラスの方が B
クラスよりも 1 ランク上の位置づけであった 1。
（3）測定方法
教育測定研究所によって開発されたコンピュータによる CASEC テスト （Com-
puterized Assessment System for English Communication） を実施し、習熟度と
ディクテーションの測定を行った。CASEC は語彙・読解と表現・リスニング・




1 習熟度別編成の基準は TOEFL ITP Level 2（ETS）の得点にもとづいているが、学内において情
報開示の基準が厳格であるため、本研究の分析基準としての利用は行っていない。
で空欄に適する表現を答える問題である。第 3 セクションはまとまった英文 （対
話、独話） を聴いて、画面に表示されている発問の答えを、選択肢から選ぶ形式




Section 出題内容 解答方式 制限時間 配点
Section 1 語彙力 ４肢選択 60 秒/問 250 点
Section 2 表現力 ４肢選択 90 秒/問 250 点
Section 3 リスニング ４肢選択 60 秒/問 250 点
Section 4 ディクテ－ション 書き取り 120 秒/問 250 点
同テストはコンピュータを利用した CAT （コンピュータ適応型テストシステム）2















って次の問題の難易度を変化させていく Computer Adaptive Test の略である。




















協力者 70 名全体の CASEC 得点のデータを表 2 に示す。CASEC 得点の平均は












CASEC 総合点 TOEIC 換算





尖   度 −0.39 −0.51
歪   度 −0.27 −0.07
表3　リスニング、ディクテーション、シャドーイングの結果
テスト リスニング ディクテーション シャドーイング 語彙・表現
（/250） （/250） （/10） （/250）＊
平均 139.5 127.5 5.8 136.0
標準偏差 27.4 20.5 2.0 18.0
最低得点 73 77 2 92
最高得点 201 175 10 178
中央値 145.5 131.5 6 133.8
尖度 −0.42 −0.40 −0.61 0.08
歪度 −0.29 −0.25 −0.01 −0.24




クテーションとシャドーイングの間には中程度の相関関係が見られた（r =.499, p <
.01）（図 4）。リスニングに対して、ディクテーションもシャドーイングも弱い相関
が見られた（r =.358, p < .01, 図 5；r =.295, p < .05, 図 6）。ちなみに理解力の 1 つの指標





シャドーイング .499** .249* .295*
ディクテーション ― .450** .358**
















リスニング得点＝29.005＋.251 × ディクテーション＋.577 × 語彙・表現
表5　ディクテーションを独立変数として入れた場合の重回帰分析結果
N=70 リスニングとの 偏回帰係数 標準化 寄与率相関係数 偏回帰係数 β
ディクテーション .358 .251 .188 7%
語彙・表現 .463 .577 .379** 18%
重相関係数Ｒ .493 定数項 29.005
決定係数 R２調整済 .220 24.3%
多重共線性の問題は無く、モデルとしての適合度は良好（F（2,67）＝10.746, p









リスニング得点＝38.117＋2.162 × Shadow＋.633 × 語彙・表現
表6　シャドーイングを独立変数として入れた場合の重回帰分析結果
N=70 リスニングとの 偏回帰係数 標準化 寄与率相関係数 偏回帰係数 β
シャドーイング .295 2.612 .192 6%
語彙表現 .463 0.633 .416 19%
重相関係数Ｒ .499 定数項 38.117
決定係数 R２調整済 .227 24.9%
多重共線性の問題も無く、モデルとしての適合度は良好（F（2,67）＝11.125, p
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